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Medical Imaging and Graphics 30(1): 53-59, 2006. 

口唇・口蓋裂患者の口唇運動解析を目的に，4 台のビデオカメラからの画像を

ステレオ計測することにより，高精度の距離画像を作成することに成功した。

その精度を検証し，さらに新たに開発した口唇運動解析について紹介した。  

 



7) T. Fujii, T. Ueno, T. Kagawa, Y. Sakata, T. Sugahara: Comparison of bone 

formation in grafted periosteum harvested from tibia and calvaria. Microscopy 

Research Technique. Jul.69(7): 580-584, 2006.  

骨形成様式において細胞分化の重要なかぎを握る転写因子 SOX9,CBFA1 の発現

を免疫染色法を用いてラットの骨形成モデルで微細構造学的に証明した。 

 

8) T. Yamada, K. Fujiwara, K. Mishima, H. Imura, T. Sugahara: Effects of 

2,3,7,8-tetrachlorodibenzo-p-dioxin (TCDD) on cleft palate-related genes in 

mouse embryonic palatal mesenchymal cells. Asian Journal of Oral Maxillofacial 

Surgery 18(2): 89-94, 2006. 

マウス胎仔口蓋組織を用いた細胞培養系において，TCDD の投与が口蓋裂関連

遺伝子の発現に及ぼす影響を RT-PCR法を用いて検討した。その結果，TGF-β3

の RNA発現が抑制されていることがわかった。 
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in Mice Treated with 2,3,7,8- Tetrachlorodibenzo- p- dioxin: a Morphological 

in vivo Study. Congenital Anomalies 46(1): 21-25, 2006. 

ダイオキシン（TCDD）がマウス胎仔顎顔面の発生におよぼす影響を形態的に検

討した。その結果，TCDDは臨界期での投与で全個体に口蓋裂を発症させるが，

口唇裂の発症には関与しないことが明らかとなった。 

 

10) Y. Sakata, T. Ueno, T. Kagawa, M. Kanou, T. Fujii, E. Yamachika, T. Sugahara: 

Osteogenic potential of cultured human periosteum-derived cells- A pilot study 
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histologicaland radiographical evaliation of beta-tricalciumphosphate  for 
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12-16,2006: 117-120, 2006. 
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関する満足度とその関連要因. 老年歯科医学会誌 21(1): 11-15, 2006. 

要介護高齢者の口腔状態の調査と口腔状態に関する満足度とその関連要因につい

て評価した。自立度，咀嚼能力や口腔衛生状態に関係する項目が関連要因として

示唆された。 
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    1997年 12月～2006年 2月までの 9年間の口唇口蓋裂患者 1次症例 41例の統

計学的観察． 
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いた顎骨増量術の臨床的検討. 岡山歯学会雑誌 25(2): 37-41, 2006. 

    インプラント埋入に際し，βTCPを用いた骨増量術を行い，良好な結果を得た． 
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        下顎頭に限局した骨髄炎を経験した．適切な抗生剤の選択により保存的に軽快

した． 

 

2) 植野高章, 坂田吉朗, 香川智正, 加納みわ, 本多浩三, 脇本真理, 水川展吉, 福永



城司,窪木拓男, 菅原利夫：萎縮上顎無歯顎への Zygoma implant fixture systemの

手術経験. 岡山歯学会雑誌 25(1): 59-62, 2006. 

 

3) 井村英人, 三島克章, 山田朋弘, 植野高章, 大浦明日香, 白数信明, 沢木聖子, 太

田晃子,菅原康代, 黒田晋吾, 菅原利夫:口唇口蓋裂術後上顎务成長に対し創内型装

置を用いて上顎骨延長をおこなった一症例. 岡山歯学会雑誌 25(2): 63-66, 2006. 

         口唇口蓋裂患者に対し，創内型装置を用いて上顎骨骨延長した症例を経験 

した．術後の後戻りと鼻咽腔閉鎖機能の悪化が懸念されたが，問題なかった．  
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口底癌に対する周術期大量γグロブリン療法の経験．歯科薬物療法学会 25(3): 

69-72, 2006. 

        血小板減尐性紫斑病を合併した口底癌患者に対し，大量 γグロブリン療法を行

い，安全に手術をし得た．術後 2年経過し経過良好である． 
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殖因子 DHNAの骨吸収抑制作用と免疫細胞の関与について研究.第 51回日本口腔外科

学会総会（小倉，2006年 10月 12-13日，2-P3-31，示説） 
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11-13日, 1-E-5-2, 口演) 
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第２回記念講演会 （愛知, 平成 18年 9月 30日, 口演） 
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1) 木全 正崇: 免疫抑制剤 FK506投与骨粗鬆症モデルマウスにおける骨吸収機序の検   

討 

 

 

平成 18年（2006年） 

―文部科学省科学研究費補助金― 

1) 三島克章，菅原利夫，山田朋弘，松村達志: 基盤研究(B) “デジタルヒューマン

モデルを用いた鼻咽腔運動解析法の開発と口蓋裂言語臨床への応用”   課題番号

18390540 

 

2) 山田朋弘，三島克章，菅原利夫: 基盤研究(C) “ダイオキシン暴露マウスの胎仔

口蓋裂の発生予防における葉酸の効果” 課題番号 18592179 

 

3) 松村達志: 若手研究（スタートアップ） ”歯の形成過程における Hertwig 上皮鞘

へのヘパラナーゼ局在調整機構の解明”   課題番号 18890119 

 


